
市
議
会
２
月
議
会
で
来
年
度

予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

重
点
事
業
の
中
に
は
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
並
ん
で
い
ま
す
。

市
庁
舎
移
転
事
業
４
０
０
億
円
、

実
現
の
お
ぼ
つ
か
な
い
地
下
鉄

７
号
線
延
伸
計
画
に
１
３
０
０

億
円
。
浦
和
駅
西
口
南
高
砂
地

区
の
再
開
発
は
、
一
昨
年
６
０

３
億
円
だ
っ
た
総
事
業
費
が
、

今
年
度
は
７
０
８
億
円
。
与
野

中
央
公
園
に
５
０
０
０
人
収
容

の
ア
リ
ー
ナ
建
設
計
画
、
大
宮

駅
Ｇ
Ｃ
Ｓ
化
構
想
も
ど
ん
ど
ん

進
め
る
構
え
で
す
。

こ
う
し
た
大
型
事
業
に
巨
額

の
税
金
を
つ
ぎ
込
み
な
が
ら
、

そ
の
一
方
で
市
民
の
暮
ら
し
や

福
祉
が
後
退
さ
せ
ら
れ
、
市
民

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
国
保
税
、
介
護
保
険
料
引

き
上
げ
が
こ
の
議
会
で
決
ま
り

ま
し
た
。
施
設
が
老
朽
化
し
て

い
る
か
ら
と
、
現
に
た
く
さ
ん

の
方
が
利
用
し
て
い
る
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
浦
和
を
来
年
度
末
に
廃

止
す
る
と
い
う
計
画
に
怒
り
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
が
予
算
委
員
会
で
指
摘
し

た
の
が
深
刻
な
教
室
不
足
で
す
。

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
校
舎
が
来
年
度

に
は
10
校
76
教
室
。

プ
レ
ハ
ブ
で
校
庭
が
狭
く
な

り
、
校
庭
で
遊
ぶ
日
数
が
３
日

に
１
回
と
制
限
さ
れ
て
い
る
浦

和
別
所
小
学
校
の
実
態
も
あ
り

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
の

中
に
、
学
校
施
設
整
備
を
位
置

づ
け
進
め
な
け
れ
ば
、
同
様
の

事
態
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
議
会
で
は
前
進
も
あ
り

ま
し
た
。
現
在
15
歳
ま
で
の

「
こ
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
制

度
」
が
今
年
10
月
か
ら
高
校
卒

業
時
点
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

大
変
要
望
の
強
い
「
障
が
い
児

者
の
移
動
支
援
事
業
」
も
拡
大

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

党
市
議
団
が
２
０
２
２
年
12

月
に
発
表
し
た
交
通
政
策
の
中

で
、
高
齢
者
の
公
共
交
通
利
用

料
金
を
１
０
０
円
に
す
る
お
出

か
け
応
援
制
度
を
提
案
し
ま
し

た
が
、
来
年
度
は
「
運
賃
助
成

制
度
を
含
め
た
外
出
促
進
策
の

検
討
」
、
市
民
の
要
望
に
応
じ

て
運
行
す
る
「
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
実
験
」
を
行
う
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
住
民
の
声
を
市

政
に
届
け
る
活
動
を
一
層
強
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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2月議会

大
型
開
発
よ
り
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
を
守
る
市
政
に

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

金
子

あ
き
よ

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
後
、
初

め
て
の
確
定
申
告
を
迎
え
る

中
、
「
消
費
税
を
な
く
す
全

国
の
会
」
と
「
東
京
の
会
」

は
24
日
、
東
京･

Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅

前
で
「
消
費
税
は
廃
止
、
当

面
５
％
に
減
税
」
を
求
め
て

定
例
署
名
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
自
民
党
の
「
裏
金
問
題
」

に
憤
る
人
た
ち
が
次
つ
ぎ
と

署
名
に
応
じ
ま
し
た
。

「
裏
金
を
つ
く
る
な
ん
て
、

何
を
考
え
て
い
る
の
か
。
そ

の
金
は
能
登
半
島
地
震
の
被

災
者
に
回
す
べ
き
だ
」
と
い

う
の
は
70
代
の
男
性
。
阪
神･

淡
路
大
震
災
で
被
災
し
、
人

ご
と
で
は
な
い
と
い
い
「
自

民
党
は
も
う
駄
目
。
共
産
党

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

教
育
関
係
の
事
業
を
し
て

い
る
30
代
の
男
性
は
「
イ
ン

ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
は
登

録
し
な
い
。
実
務
が
大
変
に

な
る
だ
け
だ
。
イ
ン
ボ
イ
ス

は
廃
止
し
て
ほ
し
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

梅
村
さ
え
こ
常
任
世
話
人

（
日
本
共
産
党
衆
院
北
関
東

比
例
候
補
）
は
「
緊
急
に
消

費
税
を
減
税
す
る
政
治
に
切

り
替
え
る
と
き
。
消
費
税
な

く
せ
の
声
を
上
げ
よ
う
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「消費税をなくす全国の会」「東
京の会」のみなさんと署名活動す
る梅村さえこ元衆院議員（2月24日）

消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
は
廃
止

元
衆
議
院
議
員

梅
村

さ
え
こ

重
要
経
済
安
保
情
報
法
案
＝

秘
密
保
護
法
拡
大
法
案
が
、
審

議
入
り
し
ま
し
た
。
私
は
、
国

民
に
は
何
が
秘
密
か
も
知
ら
さ

れ
な
い
ま
ま
、
政
府
が
勝
手
に

秘
密
を
指
定
し
、
秘
密
に
触
れ

れ
ば
厳
罰
を
科
す
秘
密
保
護
法

体
制
を
経
済
分
野
ま
で
拡
大
す

る
も
の
だ
と
し
て
「
基
本
的
人

権
、
国
民
主
権
、
平
和
主
義
と

い
う
憲
法
の
基
本
原
理
を
根
底

か
ら
覆
す
秘
密
保
護
法
の
拡
大

は
許
さ
れ
な
い
。
徹
底
審
議
で

廃
案
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

同
法
案
は
、
秘
密
の
範
囲
を
、

秘
密
保
護
法
の
「
防
衛･

外
交

･

ス
パ
イ
活
動･

テ
ロ
活
動
」

の
４
分
野
か
ら
、
医
療
や
食
料

ま
で
含
む
経
済
分
野
へ
拡
大
す

る
も
の
で
す
。
秘
密
を
扱
う
人

は
民
間
の
労
働
者･

技
術
者･

研
究
者
ま
で
飛
躍
的
に
拡
大
す

る
こ
と
に
な
る
と
強
調
。
岸
田

文
雄
首
相
は
「
指
摘
は
当
た
ら

な
い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

法
案
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
＝
適
性
評
価
制

度
と
し
て
、
身
辺
調
査
を
行
い

ま
す
。

集
め
ら
れ
た
情
報
は
政
府
に

溜
ま
り
続
け
、
一
度
で
も
秘
密

に
触
れ
た
人
は
生
涯
監
視
さ
れ

続
け
る
危
険
が
あ
る
と
し
て

「
思
想･

良
心
の
自
由
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
を
踏
み
に
じ
る
憲

法
違
反
そ
の
も
の
だ
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

経
済
秘
密
保
護
法
案
「
憲
法
違
反
そ
の
も
の
」

衆
議
院
議
員

塩
川

鉄
也

予
算
委
員
会
で
質
疑
す
る
金
子
市
議

群
馬
県
は
１
月
末
、
高
崎

市
の
県
立
公
園
「
群
馬
の
森
」

に
あ
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
追

悼
碑
を
撤
去
。

碑
は
戦
時
中
に
軍
需
工
場

な
ど
へ
労
務
動
員
さ
れ
た
人

を
悼
む
も
の
で
、
負
の
歴
史

を
記
憶
し
、
平
和
と
友
好
を

願
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
行
政

に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
こ
と
に
、

批
判
と
抗
議
が
起
き
て
い
ま

す
。 朝

鮮
人
追
悼
碑
撤
去

深
刻
な
教
室
不
足

別
所
小
学
校
な
ど
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